
人､学生約5万人を擁するフィリピン唯一の寧止大草です｡7つの分校から帝成されていますが､･フィリピン大学ロスバニョス枚(UniveI･SityofthePhilippineSLosBanos,UptB)はそのうちの1つで'マニラ空港U6宥�Uy@�ｳsン�����ﾄ*wﾂ'��bｩ�ﾙz英習による体験㈱H本人学生との文化交読②プログラムの成果
3では､権助科学･動物科学･食品科学に

関する辛義を行い'日本の作物生産･畜産･食品生産における黄先藩技術を紹介しました｡イネの晶載改良､神戸ビーフのquatity
c昌tr0-等､フィリピンにおいてもよく知らの鶴株式会社)訪問では､酒造りの現壕を見学し､学生達はその徹底管理されたシステムに羅く感銘を受けたようでした｡篠山市の農7V牛擢虚モ�陥Zｶ��6��ｽ陥Zｶ���囚ﾙD陷�陥Zｶ���n�8��ｽ浴[ﾟ�嘘��8賑ﾚ �6ﾈ4�5�6x7H4��ｸ8�I��ｹ�XｧyXﾙ���磯�ﾋ仆8支ﾊHｸh5ｨ985��ｸﾊ乂r�

ム｣　(誠血)を訪問し'コンピューター制御された温室におけるミニトマトの水井栽培等'最先常設備を見学しました｡その日の午後には､同じ加西市にある埜戸大学大学院農学研究科肝属食資源教育研究センターを訪問し､和牛生産の現状を見学するとともに'日本虫百の鼻故による個体放射の説明を受け､各自鼻敦をとる作発を体験しました｡また､センターの果樹園で野生ナシのコレクシnンを見学し､作物系英習では実際に日本武田準えを体験しました｡受訴生は､日本式とフィリピン式の田植えの仕方の違いに気づき'とても興味を持ったようでした｡
一方'付の文化交濠を促進するため､招蒋

したUPLB学生を3-4人ずつ3珠に分け､それぞれにほぼ同数の日本人学生をフアシリ

日1-~山ⅥU




